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佐
井
村
村
民
憲
章

一
、
学

ぶ
意
欲

を
も
ち

、
知
性

と
良
識

の

あ
ふ

れ
る
村
を
つ

く
り

ま
果

匸

健

康
と
安

全
を
心

が
け

、

明
る
く
楽

し
い

村
を
つ
く
り
ま
す

匸

勤

労
を
熹

び
、
力

を
合

わ
せ
て

豊
か
な

村
を
つ

く
り
ま

す
。

匸

自

然
を
守

り
、
人

を
愛
し

、

心
や

さ
し

い
村
を
つ

く
り
ま

す

一
、
心

身
と

も
に
健

全
な
子

の
育
つ

暖
か

い
家
庭

と
村

を
つ
く
り
ま
す

川
目
地
区
に
建
築
が
進
め
ら
れ

て
い
た
、
林
産
加
エ
セ
ン
タ
ー
が

こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
十
月
四
日
、

同
セ
ン
タ
ー
で
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

建
物
に
は
、
村
の
木
で
あ
る
ヒ

バ
が
多
く
使
わ
れ
、
周
辺
の
景
色

に
溶
け
こ
ん
だ
造
り
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
施
設
の
完
成
に
よ
り
、
新

た
な
特
産
品
の
開
発
、
就
労
の
場

の
確
保
な
ど
、
地
域
の
人
だ
ち
か

ら
熱
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

▲
主

な

内

容

▼

２
８
３

昭
和
６０
年
度
決
算

４
８
５

教
育
だ
よ
り

６
８
７

社
会
教
育
だ
よ
り

８
８
９

保
健
婦
だ
よ
り

１０
～
１１

交
母
だ
よ
り

１２

税
務
だ
よ
り

年
金
だ
よ
り

１３

矢
越
願
掛
岩
冊

１４

街
の
話
題

１５

歳
時
記

１６

戸
籍
の
窓
口



１５＊９，８８２万ｉ＝ｌｉｌのつかいみち
昭和６０年度

村の家計簿・ｌ公表
２５６，８５７

２５６，０９８

：険特別会計

老人保健特別会計

歳入 １０９，９００

歳出 １１４，４２３

主な事業
（単位：干剛

○川目地区健康広場整備…………… ６，９００

０矢越地区健康広場整備……………１０，５９０

０電算機購入………………………… ５，１８５

０山村広場施設改修………………… ３，８１２

０下北西部畜産基地建設……………２３，８４８

０団体営小規模土地改良…………… ３，３３０

０拡大造林事業……………………… ４，３８５

０岩礁爆破（補助金）…………………２１，５１５

０並型漁礁設置……………………… ７，８６４

０漁港改修…………………………１３３，０００

０漁港局部改良………………………４０，０００

０漁港改修負担金……………………５０，１９８

０川磯線改良舗装……………………３０，３０３

０福浦川目線改良舗装………，……… ９，７３９

０長後川線改良舗装長後橋拡幅…… ９，６８０

０県道負担金…………………………１４，５００

０急傾斜地負担金…………………… ４，２４０

０防火水槽（２基）…………………… ７，１３０

０小型動力ポンプ積載車（１台）…… ２，６２０

０格納庫新築（１棟）………………… ６，８７９

０教職員住宅新築（３棟）……………１６，３７９

０佐井小学校用地造成………………１０，７５７

０佐井小学校教員宿舎移設…………８，８６９

０原田地区農業施設災害復旧工事… ５，０９９

０戸沢地区農地災害復旧工事……… ２，３７１



十
月
九
日
、
臨
時
議
会
で
昭
和

六
十
年
度
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
が
納
め
た

税
金
や
、
国
か
ら
い
た
だ
い
た
地

方
交
付
税
な
ど
、
ど
の
く
ら
い
入

り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、

昭
和
六
十
年
度
決
算
の
ゆ
く
え
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳

入

歳
入
の
総
額
十
六
億
八
四
六
五

万
円
は
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
、

乍
・
一
％
増
に
な
り
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
、
地
方
交
付
税
が
前
年

度
比
十
五
・
六
％
増
の
九
億
九
八

八
四
万
円
（
五
九
こ
二
％
）
、
村
民

棍
や
固
定
資
産
税
等
の
村
税
は
、

十

丁

一
％
増
の
一
億
六
三
〇
九

万
円
（
九
・
七
％

）
、
県
支
出
金

が
、
二
三
・
五
％
増
の
一
億
三
五

九
三
万
円
（
八
・
一
％
）
な
ど
と

な
っ
て
お
り
、
村
税
や
財
産
収
入

な
ど
の
自
主
財
源
は
十
五
・
四
％

だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
が
依
存
財
源

に
よ
っ
て
賄
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

歳

出

村
が
使
っ
た
お
金
（
歳
出
）
は

総
額
で
、
十
五
億
九
八
八
二
万
円

言
剛
年
度
比
四
・
五
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
大
き
く
伸

び
た
教
育
費
は
、
佐
井
小
学
校
の

用
地
の
造
成
、
教
員
住
宅
の
移
設

な
ど
学
校
建
設
の
準
備
に
入
っ
た

た
め
、
二
六
・
六
％
増
の
一
億
六

四
三
五
万
円
で
し
た
。
ま
た
、
下

北
西
部
畜
産
基
地
建
設
等
の
農
林

水
産
業
費
が
十
三
・
七
％
増
の
三

億
八
二
九
〇
万
円
つ

匸
∵
九
％
）、

建
設
事
業
費
な
ど
の
財
源
に
借
り

た
お
金
を
返
済
す
る
公
債
費
は
十

四
・
八
％
増
の
二
億
六
四
三
五
万

円
（
十
六
・
五
％

）
な
ど
と
な
っ

て
お
り
、
村
民
一
人
当
几

二
九
万

八
〇

匸
一
円
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

歳入

歳出

国民健康保

簡易水道事業特別会計

歳入 ７２，６９５

歳出 ７２，６９５

村民１人当り３９８，０１２円使われた／

（目的別歳出の内訳）

総 務 費

５７，７９０円

民 生 費

２５，６４９円

衛 生 費

３０，２７９円

農林水産業費

９５，３２０円

土 木 費

２４，０７２円

消 防 費

２３，７１２円

教 育 費

４０，１９７円

公 債 費

６５，８０８円

議 会 費

労 働 費

商 工 費

災害復旧費

諸 支 出 金

そ の 他

３５，１８５円



教
育
だ
よ
う

数

学

以

前

福
浦
小
中
学
校
長

畑

中

吉
三
郎

あ
る
母
親
の
話
で
あ
る
。
一
年

生
の
子
ど
も
の
不
平
。
算
数
の
採

点
が
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
。
あ

ま
り
真
剣
な
の
で
、
そ
の
勢
い
に

フ
ら
れ
て
「
ど
ん
な
問
題
だ
っ
た
」

と
聞
い
て
み
た
。
「
犬
の
足
は
何

本
か
っ
て
い
う
の
よ
」
と
す
ら
す

ら
問
題
が
話
さ
れ
る
。
「
何
本
と

答
え
た
の
」
と
聞
く
と
、
そ
の
答

え
は
「
二
本
」
。

こ
れ
に
は
母
親
も
弱
っ
て
し
ま

い
「
そ
り
ゃ
、
お
ま
え
の
方
が
間

違
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。
犬
の

足
は
四
本
だ
も
の
」
と
言
う
と
、

そ
の
一
年
生
の
子
は
、
き
り
っ
と

母
親
を
見
つ
め
て
、「
導
つ
わ
よ
、

犬
の
足
は
二
本
よ
。
前
の
二
本
は

手
だ
わ
よ
ご
と
説
明
し
た
。

説
明
の
不
足
は
、
先
生
と
子
ど

も
の
双
方
に
あ
っ
た
。
子
ど
も
が

そ
れ
に
気
が
っ
か
な
く
て
も
、
先

生
や
親
は
そ
れ
が
わ
か
ら
な
け
れ

ば
な
る
ま
い
。
少
く
と
も
、
わ
か

ろ
う
と
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
も
、
違
っ
た
友
人
の
話
で

あ
る
。
お
父
さ
ん
の
前
に
答
案
を

出
す
と
ヽ
最
後
匸

題
乱

作
で
あ

る
。
問
題
を
み
る
と
「
朝
顔
が
昨

日
二
つ
咲
き
ま
し
た
。
今
朝
ま
た

二
つ
咲
き
ま
し
た
。
み
ん
な
で
い

く
つ
で
す
か
ご
で
あ
る
。

解
答
の
欄
に
、
四
つ
と
書
き
、

ま
た
二
つ
と
書
い
た
ら
し
い
あ
と

が
あ
る
。
何
回
か
書
い
た
と
見
え

て
消
し
ゴ
ム
で
消
し
た
あ
と
が
黒

く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
つ
い

に
答
え
の
な
い
ま
ま
に
時
間
が
き

て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
無
解
答
の

ま
ま
提
出
し
た
。
当
然
（

印
と
い

う
こ
と
ら
し
い
。

そ
こ
で
、「
こ
ん
な
や
さ
し
い
問

題
に
、
な
ぜ
答
え
が
出
な
か
っ
た

の
ご
と
聞
い
て
み
る
と
、
そ
の
一

年
生
は
、
し
き
り
に
首
を
か
し
げ

て
、
わ
ず
か
に
囗
を
突
が
ら
せ
て

「
だ
っ
て
、
問
題
の
意
味
が
は
っ

き
り
し
な
い
ん
だ
も
の
ご
と
不
平

気
味
で
あ
る
。

「
昨
日
二
つ
、
今
朝
二
つ
、
合
せ

る
と
四
つ
に
な
る
け
ど
、
昨
日
咲

い
た
花
は
、
今
朝
は
も
う
し
ぼ
ん

で
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
と
、

今
朝
だ
け
は
二
つ
に
な
る
。
四
つ

と
書
い
た
ら
良
い
も
の
か
、
二
つ

と
書
い
た
ら
良
い
も
の
か
、
消
し

ゴ
ム
で
消
し
た
り
書
い
た
り
し
て

い
る
う
ち
に
、
と
う
と
う
時
間
が

来
て
し
ま
っ
た
ご
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
子
ど
も
に
は
、
子
ど
も
の
世
界

か
お
り
、
彼
ら
に
は
、
彼
ら
の
判

断
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
十
分
に
生

か
さ
れ
て
い
い
。
問
題
な
の
は
、

そ
れ
が
大
人
の
理
屈
に
あ
う
か
、

あ
わ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
子
ど
も
自
身
の
判
断
の
素
直

な
声
が
聞
か
れ
た
か
ど
う
か
で
あ

佐

井

村

中

央

公

民

館

俳

句

と

短

歌

教

室

俳

句

会

津

若

松

旅

行

吟三

上

敏

秋

高

し

あ

く

ま

で

白

首

鶴

ヶ

城

華

と

散

る

飯

盛

山

の

秋

の

澄

み

爽

や

力

巳

昇

り

降

り

の

さ

ざ

え

堂

誓

田
代

英

世

を

う

み

て

天

高

し

き

い

き

い

と

朧

子

こ

け

し

の

重

ね

菊

お
に
こ
う
べ

う
ら
ら

み

ち

の

く

に

鬼

首

あ

り

秋

麗

吹

き

上

げ

る

間

歇

泉

の

霧

し

ぐ

れ

加

賀

き

み

え

秋

澄

め

り

武

者

行

列

へ

人

の

波

飯

森

の

い

く

さ

哀

れ

や

秋

深

む

浜

中

よ

ん

秋

旅

に

あ

れ

こ

れ

迷

う

衣

を

選

び

露

天

風

呂

入

り

で

眺

む

る

秋

の

月

川

岸

キ

ヨ

子

秋

日

和

弾

む

ガ

イ

ド

の

名

調

子

山

幾

重

吾

妻

八

景

天

高

し

草

踏

め

ば

荒

城

の

月

の

碑

秋

深

し

田

名

部

ヒ

サ

飯

森

の

百

段

登

り

秋

涼

し

十

九

士

の

無

念

落

葉

に

秘

め

う

れ

し藩

校

跡

崩

れ

土

蔵

に

秋

深

む

さ

ざ

え

堂

香

煙

漂

う

秋

の

森

遠

マ

と

刈

田

続

く

や

奥

州

路

当
季
雑
詠

中
谷
サ
ツ
ヱ

秋
日
和
見
知
ら
ぬ
老
人
握
手
せ
り

こ
お
こ
ろ
ぎ
の
声
か
す
か
に
し
命

燃
や
す

紅
葉
の
便
ま
な
う
ら
裏
に
八
甲
田

木
村
さ
ち
子

愁
訌
つ
や
川
面
を
渡
る
風
の
音

う
す
寒
を
か
こ
ち
合
い
つ
つ
朝
寝

坊一
二
本
手
折
り
で
活
け
し
嫁
菜
花

色
付
き
し
な
な
か
ま
ど
見
て
毛
糸

編
む

田
名
部
ヒ
サ

百
日
草
今
日
咲
き
一
日
始
ま
り
ぬ

川
向
う
猫
の
影
ゆ
く
良
夜
か
な

沢
橡
の
実
の
光
り
お
る
水
の
中

鳥
威
し
雀
が
止
ま
る
竿
の
先

川
岸
キ
ョ
子

秋
彼
岸
葉
ず
れ
の
音
に
目
覚
め
け

り群
雀
稲
穂
の
波
を
蹴
っ
て
翔
右

糸
蜻
蛉
一
途
口
走
る
窓
づ
フ
ス

泉
田
タ
ツ
子

草
を
驍
む
山
羊
の
背
に
立
つ
秋
の

風川
原
昭
吟

葉
末
の
蜻
蛉
羽
を
張
り

爽
涼
の
居
間
と
び
錙
る
迷
い
蝶

恐
山
イ
タ
コ
の
声
や
秋
微
雨

花
火
鳴
り
今
日
よ
り
村
の
秋
祭



菊
池

み
や

鬼
灯
の
ひ
と
株
残
る
庭
と
な
り

青
蛙
ひ
と
葉
に
座
し
て
構
え
お
り

山
粧
う
嚢
々
彫
り
を
深
め
ゆ
く

祭
獅
子
舞
い
ば
獅
子
の
鼓
動
と
な

り虫
の
声
四
方
に
こ
ぼ
れ
て
歩
に
迷

う赤
蜻
蛉
女
の
胸
ま
で
寄
り
で
去
る

田
鎖

善
治

荒
磯
に
競
い
て
拾
う
流
れ
昆
布

夕
映
え
て
日
輪
紅
き
北
の
蒻

大
荒
れ
の
磯
回
気
迫
の
昆
布
拾
い

西
谷

豊
彦

濃
く
淡
く
紅
葉
の
膵
や
邑
境

揺
が
し
て
落
葉
を
誘
う
薬
研
滝

柿
の
み
が
残
る
巾
春
の
陽
を
占
む

る昆
布
平
寸
素
足
の
岩
に
残
る
夏

菊
活
け
る
手
口
貧
し
さ
の
馴
れ
し

妻

大
石
健
次
郎

大
夏
野
散
乱
と
し
て
果
巳
雲

鬼
灯
の
ゆ
れ
て
妹
幸
薄
し

炎
天
下
蟻
に
は
蟻
の
往
き
還
り

夏
潮
の
沖
の
く
る
さ
や
亡
父
恋
し

妻
帰
る
ア
ヤ
メ
の
一
花
抱
き
つ
つ

ス
カ
シ
百
合
鏤
め
ひ
か
る
海
の
崖

加
賀
き
み
え

秋
風
や
迷
子
の
小
犬
倥
み
つ
き
ぬ

短

歌

田
鎖

善
治

黄
昏
れ
て
上
り
潮
早
与
大
魚
島
に

平
目
釣
る
船
動
き
早
め
り

大
魚
島
に
一
人
釣
り
す
る
夕
間
暮

机
島
動
く
ご
と
上
り
潮
早
し

浜
中

よ
ん

音
に
聞
く
白
虎
祭
り
の
勇
士
達
一

目
見
な
ん
と
人
波
分
け
る

会
津
町
聞
き
し
に
勝
る
輪
踊
り
の

庄
助
ば
や
し
に
浮
か
れ
加
わ
る

川
岸
キ
ョ
子

澄
み
渡
る
空
の
青
さ
に
安
達
太
良

の
峰
の
連
な
り
智
恵
子
俚
び
ぬ

雲
海
の
狭
間
に
太
陽
沈
み
ゆ
き
盤

梯
山
の
影
淡
く
せ
り

山
原
の
湯
舟
に
浸
り
尽
つ
こ
と

一
人
残
れ
し
少
年
白
虎

満
月
を
見
よ
と
夫
呼
ぶ
声
の
し
て

出
す
れ
ば
樹
影
の
揺
れ
か
す
か
な

り

中
谷
サ
ツ
ヱ

ビ
フ
イ
ブ
に
連
れ
し
老
父
母
碑
を

拝
む
亡
き
姑
あ
ら
ば
疝
な
き
も
の

を薪
切
り
で
日
焼
け
し
老
人
今
日
も

ま
た
稲
負
い
ゆ
く
に
父
と
比
し
見

る

ろ
う
。
知
的
判
断
の
力
は
、
や
。が
て
す

く
す
く
と
伸
び
、
経
験
に
よ
っ
て

学
ぶ
力
が
そ
の
根
源
で
あ
る
が
、

正
し
く
指
導
さ
れ
て
、
や
が
て
寸

分
の
間
違
い
も
ゆ
る
が
せ
に
し
て

は
な
ら
な
い
段
階
に
近
づ
く
。

し
か
し
、
自
分
の
考
え
を
そ
の

ま
ま
率
直
に
、
何
の
わ
だ
か
ま
り

も
な
く
、
文
字
ど
お
り
す
ら
す
ら

と
言
い
切
る
力
は
、
教
え
ら
れ
て

身
に
つ
く
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

一
つ
の
文
章
を
読
み
通
し
て
、

そ
の
大
意
を
理
解
し
、
述
べ
ら
れ

た
内
容
を
正
確
に
整
理
し
処
理
す

る
能
力
は
、
あ
ら
ゆ
る
学
習
の
共

通
な
基
礎
能
力
で
あ
る
。
大
事
に

育
て
た
い
も
の
で
あ
る
。

第２０回

佐
井
村
学
童
お
話
大
会

去
る
十
月
二
日
佐
井
小
学
校
講

堂
で
学
童
お
話
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
趣
旨

ド
学
校
や
家
庭
生
活
を
通
し
て
自

ら
考
え
、
自
ら
行
動
し
よ
う
と
す

る
実
践
意
欲
を
養
う
と
と
も
に
、

小
学
生
ら
し
い
意
見
を
発
表
す
る

機
会
と
す
る
。

口
村
内
各
校
の
発
表
交
換
を
通
し

て
互
い
の
考
え
の
理
解
と
親
睦
を

図
る
機
会
と
す
る
。

囗
聞
く
態
度
及
び
よ
り
よ
い
表
現

の
方
法
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
機
会

と
す
る
。

内
容
第
一
学
年
～
第
三
学
年
…
…
…
…

童
話
、
物
語

第
四
学
年
～
第
六
学
年
…
…
…
…

生
活
経
験

審
査
の
結
果

Ｏ
童
話
の
部

最
優
秀
賞

加
藤
真
知
子

原
二

優
秀
賞

中
村
健
太
郎

佐
二

優
良
賞

細
間

美
香

長
三

努
力
賞

宮
沢

圭

佐
二

″

田
中

直
子

福
一

″

竹
内

公
市

牛
三

″

福
田

貴
子

磯
三

Ｏ
生
活
経
験
の
部

最
優
秀
賞

沢
田

早
苗

原
五

優
秀
賞

新
田

真
生

磯
四

優
良
賞

大
石
美
由
紀

長
六

努
力
賞

我
妻

康
弘

佐
五

″

内
藤
美
奈
子

福
六

″

七
島

龍
治

佐
四

″

竹
内
亜
紀
子

牛
四

第１９４、１９５回

全 国珠 算 教育 連 盟 主催

珠 算 検定 試 験合 格 者

一級 柳 田 陽 子
三級 田 中 麻 弓
四級 大 畑 恭 子

五級 若 山 由 加
六級 岡 本 由起子
山 本 麻絹子
佐 賀 美友希

七級 大 畑 貴 樹
田名部 詠 子

八級 木 部 めぐみ
九級 原 子 博 文
樋 口 基 嗣

辻 裕 樹

渋田そろばん教室



沚
龠
臘
肓
紀
よ
り

第

１４

回

佐

井

村

少

年

ス

ポ

ー

ツ

大

会

明
る
く
、
た
く
ま
し
く
、
美
し
く
を
テ
ー
マ
に
去
る
九
月
二
十
九
日
佐
井
中
学

校
グ
ラ
ン
ド
で
、
管
内
小
学
校
六
校
三
五
七
名
の
児
童
参
加
の
も
と
第
１４
回
佐

井
村
少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

六
〇

Ｍ

（

一

位

の
み

）

一

年

男
子

大

会
記

録

一

〇
秒

九

一

組

松

谷

征
二

（

佐

）

一

一

秒
五

二

組

新

田
孝

治

（

磯

）

一

一

秒
三

三

組

木

下

力

（

佐

）

一

一

秒

七

四

組

畑

中

俊

介

（

佐

）

一

一

秒

六

一

年

女
子

大

会
記

録

一

一

秒
四

一

組

池

田

陽

子

（

長

）

匸

一
秒
五

二

組

竹

本

静

隹

（

佐

）

匸

一
秒
五

三

組

館

脇

文

子

（

佐

）

匸

一
秒
四

四

組

菊

池

望

（

佐

）

匸

一
秒

一

二

年

男
子

大

会
記

録

九

秒

八

一

組

福

田

拓
己

（

磯

）

一

〇

秒

一

二

組

松

谷

貞

治

（

佐

）

一

〇

秒
八

三

組

中

村

健

太

郎
（

佐

）
一

〇

秒
四

四

組

松

沢

直

人

（

原

）

一

一

秒

一

五

組

内

田

広

勝

（

佐

）

一

一

秒
四

六

組

磯

川

勝

也

（

佐

）

一

〇

秒

九

二

年

女

子

大

会

記

録

一

〇

秒

九

一

組

宮

川

昌

代

（

佐

）

匸

一
秒

一

二

組

柳

山

美

湖

（

佐

）
一

一

秒
Ｏ

三

組

岡

本

美

恵

子
（

佐
ニ

ー
秒
五

四

組

沢

田

て

い
子
（

原
ニ

ー
秒

○

五

組

竹

内

幸

子

（

佐

）

一

一

秒
二

三

年

男

子

’
大

会
記

録

九

秒

九

一

組

横

浜

義

則

（

原

）

一

〇

秒

一

二

組

川

岸

有

（

佐

）

一

〇

秒
二

三

組

山

口

健

二

（

佐

）

一

〇

秒

九

四

組

下

斗

米

学

（

原

）

一

〇

秒

八

五

組

宮

野

達

也

（

佐

）
九

秒

九

六

組

渋

田

昌

嗣

（

佐

）

一

〇

秒

一

タ

イ

記

録

宮

野

達

也

九

秒

九

三

年

女

子

大

会
記

録

一

〇

秒
四

一
組

福
田

貴
子
（
磯

）
一
〇
秒
九

二

組

浜

野
政
子
（
佐

）
一
一
秒
○

三

組

竹
内
尚
子
（

牛
）
一
〇

秒
九

四

組

畑
中
千

歳
（
佐

）
一
一
秒
０

五

組

吉
浦
悦
子
（
佐

）
一
〇

秒
六

一
〇

〇
Ｍ

（
決

勝
の

み
）

四
年

男
子

大
会
記

録
一
五
秒

八

一
位

大

畑
貴
樹
（
佐

）

二
（

秒
一

二
位

真
鍋
久
男
（
佐

）

二
（

秒
九

三
位

吉
川

勉
（
佐

）
一
七

秒
Ｏ

四
年

女
子

大
会
記

録

二
（

秒

七

一
位

宮
田

絵
里
子
（
原

）
二
（

秒
二

同

新
田

真
生
（
磯

）

二
（

秒
二

三
位

長

谷
川
祥
子
（
牛

）
二
（

秒
八

新
記

録

宮
田

絵
里
子
、

新
田

真
生

一
六
秒
二

五
年

男
子

大

会
記

録
一
五

秒
一

一
位

金
沢

卓
（

佐
）
一
五

秒
二

二
位

辻

政
信
（

佐
）
一
五

秒
三

三
位

米
沢
幸
治
（

原
）
一
五

秒
六

五
年
女
子

大
会
記

録

二
（

秒
Ｏ

一
位

坂
井

美
保
（

牛
）

二
（

秒
六

二
位

田
名

部
あ
か
ね
（
佐

）
二
（

秒
八

三
位

奥
本
順

子
（

佐
）

二
（

秒
九

六
年
男
子

犬
会
記

録
一
四

秒
三

一
位

石
戸
貴
広
（

佐
）
一
四

秒
四

二
位

船
越
一
孝
（

佐
）
一
四

秒
六

三
位

熊
谷
隆
浩
（

佐
）
一
五

秒
一

六
年
女
子

大
会
記

録
一
五

秒
九

一
位

宮

川
ま
り
子
（
佐
二

五

秒
八

同

坂
井
栄

美
（

佐
）
一
五

秒
八

同

滝
本
志
乃
（

長
）
一
五

秒
八

新
記

録

山
本

加
奈
子
（

予
選
夕

イ

ム

ー
五
秒

六
）
、
宮
川
ま
り
子

坂
井
栄
美
、
滝
本
志
乃

三
〇
〇
Ｍ

持
久
走
（
一
位
の
み
）

一
年

男
子

大
会
記
録

Ｔ
分
○
一
秒
五

一

組

新
田
孝

治
（
磯

）

一

分
○
二
秒
四

二

組

東
出

英
裕
（
佐

）

一

分
一
一
秒
七

）

一
年

女
子

大
会
記
録

一
分
○
七
秒
一

一
組

竹
本
静
隹
（
佐

）

一

分
○
九
秒
三

二

組

中
村

久
美
（
佐

）

一

分
一
〇
秒
一

二
年

男
子

大
会
記
録

五
七
秒
六

一
組

福
田

拓
己
（
佐

）

五

九
秒
二

二

組

中
村

健
太
郎
（
佐

）

一

分
○
一
秒
四

三

組

磯

川
勝
也
（
佐

）

一

分
○
六
秒
一

二
年

女
子

大
会
記
録

一

分
○
四
秒
○

一
組

柳
山
美

湖
（
佐

）

一

分
○
五
秒
四

二

組

竹
内
幸
子
（
佐

）

一

分
○
三
秒
四

新
記
録

竹
内

幸
子
（
佐
）

一

分
○

三
秒

四

三
年

男
子

大
会
記
録

五
八
秒
一

一
組

横
浜
義
則
（
原
）

五
八
秒
六

二
組

下
斗
米

学
（
原
）

一
分
○
○
秒
一

三
組

宮
野
達
也
（
佐
）

五
六
秒
０

新
記
録

宮
野
達
也
五
六
秒
０

三
年
女
子

大
会
記
録

五
九
秒
九

一
組

竹
内
尚
子
（
牛
）

一
分
○
一
秒
三

二
組

吉
浦
悦
子
（
佐
）

五
九
秒
二

新
記
録

吉
浦
悦
子
五
九
秒
二

六
〇
〇
Ｍ
持
久
走

四
年
女
子

大
会
記
録

二
分
○
九
秒
二

一
位

宮
田
絵
里
子
（
原
）

二
分
匸
一
秒
一

二
位

新
田
真
生

（
磯
）

二
分
一
五
秒
一

三
位

船
越
京
子

（
牛
）

二
分
一
八
秒
四

五
年
女
子

大
会
記
録

二
分
○
七
秒
五

一
位

沢
田
早
苗
（
原
）

二
分
一
七
秒
四

二
位

田
中
清
子
（
福
）

二
分
二
〇
秒
四

三
位

加
藤
祥
子
（
原
）

二
分
二
〇
秒
九

六
年
女
子

大
会
記
録

二
分
○
五
秒
一

一
位

滝
本
志
乃
（
長
）

二
分
○
七
秒
一

二
位

山
本
加
奈
子
（
佐
）

二
分
匸
一
秒
五

三
位

長
谷
川
紀
子
（
牛
）

二
分
一
四
秒
五

一
〇
〇
〇
Ｍ
持
久
走

四
年
男
子

大
会
記
録

三
分
三
三
秒
六

一
位

大
畑
貴
慟
（
佐
）

四
分
０
０
秒
八

二
位

真
鍋
久
男
（
佐
）

四
分
○
一
秒
八

二
位

吉
川

勉
（
佐
）

四
分
○
一
秒
八

五
年
男
子

大
会
記
録

三
分
三
三
秒
０

一
位

米
沢
幸
治
（
原
）

三
分
三
二
秒
三

二
位

太
田
直
樹
（
佐
）

三
分
三
四
秒
三

三
位

金
沢

卓
（
佐
）

三
分
三
八
秒
０

新
記
録

米
沢
幸
治

三
分
三
二
秒
三

六
年
男
子

大
会
記
録

三
分
一
八
秒
一

一
位

石
戸
貴
広
（
佐
）

三
分
三
三
秒
六

二
位

吉
川

医
（
佐
）

三
分
三
四
秒
二

三
位

船
越
一
孝
（
佐
）

三
分
四
三
秒
九

テ レ ビ 家 庭 教 育 番 組

親 の 目 子 の 目

親と子の身近な問題を考える

青森放送・北海道放送 毎週水曜日
午前１１：００～

１１月５日 十代の選択一高校中退

高校進学率が９０％を超えている一方で、高

校の中退者は増加傾向にある。学業不振、

問題行動など高校生がかかえる様々な問題

について考える。

１１月１２日 おにぎり何惆とれるかな一生命

米作りは、植物という命と、それを育てる

自然、そして人間との合作である
Ｏ
種まき

から収穫まで取材し、現代っ子の反応をと

らえる。

１１月１９日 口太山の兄弟たち一家族の絆

過疎化していく農村の家族を通して、親子

兄弟の絆について考える。

１１月２６日 ダブルスクールつて何？一現代大学生気質

最近大学生は大学に通いながら、各種学校

に通う頤向かある。この現象の周辺を取材

レ 大学生気質を探る。

Ｉ企画・制作／ 数民間放送教育協会 Ｉ 協力／文部省



青森県公民館大会に参加して

公
民
館
運
営
審
議
委
員

島
野

房
子

十
月
一
日
、
二
日
と
下
北
文

化
会
館
に
お
い
て
県
公
民
館
大
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
私
も
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
趣
旨
は
、
社
会
の

急
速
な
発
展
と
変
容
の
中
で
生
涯

教
育
の
中
心
機
関
と
し
て
公
民
館

の
果
す
役
割
に
つ
い
て
、
社
会
教

育
関
係
者
が
こ
の
実
態
を
直
視
し

て
、
公
民
館
を
め
ぐ
る
行
財
政
や

活
動
体
制
の
あ
り
方
等
、
公
民
館

活
動
の
具
体
的
実
践
の
方
策
に
つ

い
て
研
究
討
議
を
行
な
い
、
地
域

に
根
ざ
し
た
生
活
学
習
を
推
進
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

私
か
参
加
し
た
第
二
分
科
会
は

「
高
齢
者
学
習
と
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
、
事
例
発

表
者
は
大
間
町
高
齢
者
学
級
長
か

ら
「
み
ん
な
で
学
ぼ
う
楽
し
い
家

庭
づ
く
り
」
の
テ
ー
マ
で
①
年
老

い
て
も
活
気
に
満
ち
た
人
生
を
送

る
た
め
の
家
庭
で
の
位
置
づ
け
②

仲
間
づ
く
り
の
た
め
の
ゲ
ー
ト

ボ

ー
ル
③
食
生
活
と
健
康
管
理
④
か

ら
工
芸
等
年
間
を
通
し
て
学
習
活

動
を
展
開
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

海
や
山
で
の
忙
し
い
生
活
の
中

大
間
地
区
と
奥
戸
地
区
と
一
緒
に

な
っ
て
交
流
と
親
睦
を
重
ね
な
が

ら
学
習
し
、
以
前
は
五
～
六
人
よ

り
集
ま
ら
な
か
っ
た
学
級
生
も
、

今
で
は
多
く
の
参
加
が
得
ら
れ
。

い
ろ
い
ろ
と
反
省
を
し
な
が
ら
よ

り
よ
い
生
活
を
目
指
し
学
習
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
を
考
え
る
と
、
感

激
し
ま
し
た
。

分
科
会
の
最
後
に
「
３５
年
後
に

は
四
人
に
一
人
は
老
人
と
な
る
。

老
人
も
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る

よ
う
な
学
習
活
動
と
、
学
習
を
積

ん
で
地
域
の
人
達
か
ら
好
か
れ
る

老
人
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

助
言
が
あ
り
、
若
い
時
ば
か
り
で

は
な
く
生
涯
に
亘
る
学
習
活
動
を

展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛

感
い
た
し
ま
し
た
。

長

福

寺
円

空

仏
－

徹

底
し

た

自
己

流

霍

き

方
－

青
森
市
う
と
う
彫
製
作
者

福

井

強

今
年
の
八
月
、
Ｏ
先
生
に
無
理

を
お
願
い
し
、
長
福
寺
に
案
内
し

て
い
た
だ
い
た
。

写
真
と
第
三
者
か
ら
の
話
で
し

か
知
り
得
な
か
っ
た
円
空
仏
。
私

の
心
は
憧
れ
と
好
奇
心
で
充
満
し

き
っ
て
い
た
。

間
近
に
向
い
合
っ
た
。
円
空
に

脳
天
を
ガ
ツ
ン
と
叩
か
れ
た
思
い

が
し
た
。
目
の
前
に
在
っ
た
も
の

が
い
わ
ゆ
る
、
観
賞
物
で
は
な
か

っ
た
か
ら
だ
。

憧
れ
と
か
好
奇
心
と
か
の
対
象

に
な
る
よ
う
な
甘
っ
ち
ょ
ろ
い
も

の
で
は
な
く
、
す
さ
ま
し
い
ば
か

り
の
現
実
性
と
、
息
づ
か
い
を
放

射
し
て
く
る
、
パ
ワ
ー
の
か
た
よ

り
そ
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
彫
り
の
方
向

を
完
全
に
黙
殺
し
切
っ
た
（
つ
ま

り
、
世
間
か
ら
の
評
価
を
黙
殺
し

切
っ
た
）
迷
い
の
な
い
刀
の
切
り

口
と
線
、
作
者
自
身
の
生
命
力
を

素
材
の
生
命
力
に
相
乗
し
切
っ
た
、

そ
の
集
中
力
の
す

ご
さ
と
単
純
明

快
な
干
不
ル
ギ
ー
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
も
の
を
見
慣

れ
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
、
ほ
と

ん
ど
暴
力
的
で
さ
え
あ
る
と
言
っ

て
よ
い
。

思
わ
ず
、
「
徹
底
し

た
自
己
流
の
生
き
方
を
し
た
人
な

ん
で
す
ね
。
―
」
と
つ
ぶ
や
い
た

ら
、
「
そ
う
思
い
ま
す
。
」
と
０

先
生
が
同
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

円
空
仏
を
美
術
論
だ
け
で
語
っ

た
り
、
彫
り
が
ど
う
の
、
バ
ラ
ン

ス
が
ど
う
の
と
、
技
術
論
だ
け
を

展
開
す
る
人
が
い
た
ら
、
そ
の
人

は
円
空
仏
を
見
て
い
る
だ
け
で
、

円
空
に
出
会
え
な
い
人
で
あ
る
。

地
位
や
名
誉
に
惑
わ
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
辛
苦
を
か
み
し
め
な
が

ら
も
、
力
強
く
生
き
ぬ
い
て
い
る

人
間
に
し
か
観
え
な
い
仏
で
あ
る
。

そ
う
い
う
人
間
に
は
、
生
き
る

パ
ワ
ー
を
確
実
に
与
え
て
く
れ
る

仏
で
あ
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
「
作
者
が

観
え
て
こ
な
い
も
の
は
、
単
な
る

作
り
も
の
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
、

私
の
勝
手
な
定
義
づ
け
さ
え
も
は

る
か
に
超
え
た
、
芸
術
以
上
の
芸

術
で
あ
る
。

佐
井
村
の
方
々
は
、
生
命
力
の

泉
を
所
有
で
き
て
幸
せ
だ
と
思
う
。

う
ら
や
ま
し
さ
の
余
り
勝
手
を
言

わ
せ
て
も
ら
え
ば
、
円
空
仏
に
ち

な
ん
だ
祭
が
あ
れ
ば
素
瞶
し
い
の

に
な
Ｉ
と
、
ふ
と
思
っ
た
。

そ
れ
だ
け
の
、
パ
ワ
ー
と
価
値

を
も
っ
た
円
空
仏
だ
と
思
う
。

第 １０ 回

一町二ヶ町村

野球 ソフトボール大会

１０月１９日（日）

佐井中学校グランド

野球の部

大間町 ｏ―ｏ 風間浦村

佐井村 １－１ 風間浦村

大間町 ４－３ 佐 井 村

（結果 第３位）

ソフトボールの部（女子）

大間町 ２６―７ 風間浦村

佐井村 ７一６ 風間浦村

大間町 １５－Ｏ 佐 井 村

（結果 第２位）



保健婦だより
１１月４日～１０日までは

糖尿病週間です．ク

この週間にちなんで糖尿病

を正しく理解しましょう。

糖
尿
病
は
、
年
々
増
加
の
傾
向

に
あ
っ
て
、
特
に
中
年
の
人
に
多

く
で
て
い
ま
す
。
こ
の
病
気
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
糖
尿
病

と
は
、
ど
ん
な
病
気
か
？
を
正
し

く
知
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

①
糖
尿
病
に
か
か
り
や
す
い
条

件
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

次
の
表
１
は
、
中
高
年
で

。
糖

尿
病
に
か
か
り
や
す
い
条
件
″
に

つ
い
て
示
し
た
も
の
で
す
。
各
項

目
の
点
数
の
合
計
が
６
点
以
上
は

要
注
意
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
健
康

診
断
で
自
分
を
た
し
か
め
て
み
ま

②
糖
尿
病
の
疑
い
が
あ
れ
ば
医

師
の
も
と
で
精
密
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
を
確
実
に
診
断
す
る
に

は
、
尿
の
中
の
ブ
ド
ウ
糖
（
尿
糖
）

の
検
査
だ
け
で
は
不

充
分
で
す
。
た
と
え

尿
に
糖
が
出
て
い
な

く
て
も
、
血
液
中
の

血
糖
濃
度
に
つ
い
て

検
査
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

血
糖
の
検
査
は
、

血
液
を
採
り
血
液
中

の
ブ
ド
ウ
糖
を
測
定

し
ま
す
。
た
だ
し
、
軽
い
糖
尿
病

で
は
空
腹
時
の
血
糖
値
は
正
常
で

す
か
ら
、
必
ら
ず
糖
負
荷
試
験
を

行
っ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
た
ら
。

糖
尿
病
は
治
療
を
怠
る
と
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
を
起
こ
し
ま

す
。

糖
尿
病
に
か
か
る
と
、
の
ど
が

か
わ
き
、
た
く
さ
ん
水
が
ほ
し
く

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
尿
の
量

と
回
数
が
増
え
、
疲
れ
や
す
く
、

体
が
だ
る
く
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
症
状
が
現
わ
れ
ま
す
。

た
と
え
自
覚
症
状
が
な
く
て
も

高
い
血
糖
値
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
き
ま
す
と
、
し
だ
い
に
活
動
能

力
が
に
ぶ
っ
た
り
、
血
管
障
害
に

よ
り
、
眼
や
肝
臓
や
神
経
に
さ
ま

ざ
ま
な
異
常
が
で
て
き
ま
す
。

ひ
ど
く
な
る
と
眼
底
出
血
に
よ

り
失
明
し
た
り
、
神
経
の
障
害
に

よ
っ
て
足
の
し
び
れ
や
痛
み
な
ど

が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
専
門
医
は
糖
尿
病
を
。
血

管
と
神
経
に
障
害
を
起
こ
す
病
気

で
あ
る
″
と
い
っ
て
い
る
ほ
ど
で

す
。
高
血
圧
を
合
併
す
る
こ
と
も

多
く
、
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
ま

す
。
そ
の
結
果
、
脳
卒
中
や
心
臓

病
な
ど
の
病
気
を
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

④
糖
尿
病
は
毎
日
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
乗
り
越
え
ら
れ
る
病

気
で
す
。

糖
尿
病
の
こ
わ
さ
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
次
の
５
つ
の
「
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
」
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
持
続

さ
せ
る
こ
と
で
す
。

⑤
予
防
と
治
療
の
た
め
の
食
生

活
と
運
動

糖
尿
病
の
予
防
の
た
め
に
は
、

食
事
と
運
動
に
気
を
配
り
、
ア
ル

コ
ー
ル
の
飲
み
す
ぎ
を
つ
つ
し
み

十
分
な
休
養
を
と
っ
て
、
ス
ト
レ

ス
の
解
消
に
努
め
る
こ
と
が
基
本

に
な
り
ま
す
。

表 １ 糖尿病にかかりやすい条件

１～７の該当する項目の点数を合計レ 最後の

★印をみてください。

五
つ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

正しい食生活を



丈夫で長生き、健康法

（第４回）

しいだけ
健康法

血

圧

を

下

げ

動

脈

硬

化

を

予

防

す

る

昔
、
中
国
で
は
、
し
い
た
け
は

不
老
長
寿
の
食
品
と
し
て
珍
重
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
わ
が
国
で
も
し

い
だ
け
は
、
他
の
き
の
こ
類
と
と

も
に
長
寿
の
食
品
と
し
て
古
く
か

ら
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
効
用
が
科
学
的
に
解
明
さ
れ
た

の
は
、
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
す
。

①
血
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

下
げ
る

し
い
だ
け
に
は
、
血
液
中
の
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
低
下
さ
せ
る
作

用
を
も
つ
エ
リ
ク
デ
ュ
ン
と
い
う

ア
ミ
ノ
酸
が
多
く
ふ
く
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
エ
リ
タ
デ
ュ
ン
は
、

他
の
き
の
こ
類
に
は
ば
と
ん
ど
ふ

く
ま
れ
ず
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
に

ご
く
わ
ず
か
と
、
し
い
た
け
だ
け

に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
特
殊
な
物
質

で
す
。
血
液
中
の
余
分
な
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
は
、
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ

る
大
き
な
原
因
で
す
か
ら
、
し
い

た
け
の
も
つ
効
用
は
、
と
く
に
中

年
以
降
の
人
に
と
っ
て
は
、
必
要

で
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
い

食
品
を
と
る
と
き
は
、
し
い
だ
け

を
組
み
合
わ
せ
て
食
べ
る
よ
う
に

す
れ
ば
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
高

く
な
る
の
を
予
防
で
き
ま
す
。

②
高
血
圧
の
予
防
に
も
有
効

干
し
し
い
だ
け
の
効
果
と
し
て

い
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
血
圧
が

下
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
動
物

実
験
で
も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
骨
や
歯
を
丈
夫
に
す
る
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
効
果
も

し
い
だ
け
に
は
糖
の
代
謝
に
欠

か
せ
な
い
ビ
タ
ミ
ン
陶
・
巳
が
多

く
ふ
く
ま
れ
る
ほ
か
、
紫
外
線
を

受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
に
変
わ
る
プ
ロ
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と

い
う
物
質
を
た
く
さ
ん
含
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
子
ど
も

や
妊
婦
だ
け
で
な
く
、
成
人
に
も

欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
骨
や
歯
を

丈
夫
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
脳
や

神
経
の
働
き
に
も
関
係
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

しいだけを利用するには

①
し
い
だ
け
は
、
味
も
香
り
も
寸

ぐ
れ
た
食
品
で
す
。
日
常
の
献
立

に
上
手
に
組
み
入
れ
、
動
脈
硬
化

の
予
防
な
ら
１
日
に
３
～
４
枚
ほ

ど
食
べ
た
い
も
の
で
す
。

②
干
し
し
い
だ
け
は
、
水
に
浸
し

て
柔
ら
か
く
し
て
料
理
し
ま
す
が
、

こ
の
も
ど
し
汁
に
は
有
効
成
分
が

溶
け
て
い
る
の
で
、
捨
て
な
い
で

だ
し
汁
な
ど
に
利
用
し
ま
す
。

③
し
い
だ
け
茶
々
し
い
だ
け
酒
に

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

し
い
だ
け
茶
の
作
り
方

①干ししいだけを刻むか、ミキサーで粗めに

くだく。しいだけは肉厚のどんこを使うとよ

い。

②くだいたしいだけを適量急須に入れて熱湯

を注ぎ、５～６分待って茶わんに注ぐ。

し
い
だ
け
酒
の
作
り
方

①干ししいだけ３０？ほどを丸のまま容器に入

れ、レモン２～３個の皮をむき輪切りにして

加え、砂糖１５０？ほどと焼酎１．８なを注ぐ。

②密閉して１か月で飲めるようになる。この

ときしいたけとレモンはとり出し、酒はこし

て保存する。

栄 養 教 室 の 受 講 者 募 集

婦人の健康づ くりを目的に

栄養、食生活改善と体力づく

りを合わせて、楽しい学習会

を開きます。

皆さん、さそい合って参加

して下さい。

１１月１１日当

１２月５日金
日程

１月１３日㈹

２月１２囗（木）

場所 佐井村役場

振興センター

※後日、保健協力員が希望

を取りますから、多数申

し込みください。

１１月の保健事業

６日休） 磯谷成人病教室

１０日㈲ 乳児・三才児検診

１１日次 栄養教室

１３日（木） 妊婦検診

１０？㈲
胃腸病検診

１５出土）

１７日㈲ 矢越成人病教室

２７日（利 乳児相談

２８日出 殷脱検診（大間病

院 午後１時）

１２月９日出 子宮がん検診



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

事

故

の

恐

し

さ

大
間
警
察
署
長

一
戸
覚
三
右
衛
門

犯
罪
や
交
通
事
故
に
よ
っ
て
、

一
家
の
大
黒
柱
を
失
っ
て
い
る
家

庭
が
、
毎
年
多
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
家
族
は
ど
の
よ
う
に

生
き
続
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

い
か
に
非
情
な
運
命
を
の
ろ
っ
て

い
る
も
の
か
は
、
私
か
い
ち
い
ち

取
り
あ
げ
て
説
明
す
る
よ
り
も
、

次
の
被
害
者
の
甼
記
を
読
ん
で
い

た
だ
け
ば
わ
か
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。こ
の
手
記
は
、
北
海
道
の
中
村

道
子
さ
ん
と
い
う
、
二
人
の
子
ど

も
を
持
つ
若
い
未
亡
人
の
記
し
た

も
の
で
す
。

▼
私
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
と

し
て
、
二
人
の
子
ど
も
を
育
て
な

が
ら
平
凡
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま

し
た
が
、
五
年
前
の
あ
る
日
の
朝

い
つ
も
の
よ
う
に
元
気
に
出
勤
し

た
主
人
が
、
帰
宅
の
途
中
、
若
者

の
運
転
す
る
暴
走
車
に
は
ね
ら
れ

救
急
病
院
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
私
と
子
ど
も
た
ち
が
病
院

に
到
着
す
る
前
に
不
帰
の
人
と
な

っ
た
の
で
す
。

私
は
、
主
人
を
亡
く
し
た
後
、

子
ど
も
を
道
連
れ
に
何
回
か
心
中

を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
五
年
の
歳
月
が
過
ぎ
去

り
ま
し
た
が
、
私
に
心
中
を
思
い

と
ど
め
さ
せ
て
く
れ
た
の
は
、
亡

き
主
人
の
声
と
当
時
六
歳
の
長
女

で
し
た
。

心
か
ら
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
主

人
を
失
っ
た
私
は
途
方
に
く
れ
、

精
神
状
態
が
不
安
定
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
世
の
中
に
信
頼
す
る
も

の
も
な
く
な
り
、
今
後
の
自
分
は

主
人
の
と
こ
ろ
に
子
ど
も
を
連
れ

て
い
く
こ
と
が
最
高
の
幸
福
で
あ

る
と
い
う
半
っ
に
考
え
こ
む
毎
日

が
続
い
た
の
で
す
。

あ
る
夜
、
長
女
と
二
つ
年
下
の

長
男
が
ぐ
っ
す
り
と
眠
っ
て
い
る

と
き
に
心
中
を
決
意
し
ま
し
た
。

台
所
か
ら
刺
身
包
丁
を
持
っ
て
子

ど
も
た
ち
の
枕
元
に
立
っ
た
と
き

の
こ
と
で
す
。
天
井
裏
の
方
か
ら

「
道
子
、
な
ぜ
死
を
急
ぐ
の
か
。

道
子
に
は
子
ど
も
た
ち
の
す
や
す

や
と
眠
っ
て
い
る
可
愛
ら
し
い
寝

顔
の
美
し
さ
が
見
え
な
く
な
っ
た

の
か
。
道
子
は
そ
ん
な
に
弱
い
お

母
さ
ん
だ
っ
た
の
か
。
私
の
分
ま

で
長
生
き
し
て
く
れ
。
死
ん
で
は

だ
め
だ
よ
。
死
ん
で
は
だ
め
だ
よ
ご

と
い
う
主
人
の
声
が
は
っ
き
り
と

聞
こ
え
、
そ
れ
が
遠
く
に
消
え
て

い
っ
た
の
で
す
。

そ
の
と
き
、
ぐ
っ
す
り
と
眠
っ

て
い
た
長
女
の
恵
子
が
、
突
然
、

「

お
母

さ

ん

助
け

て
／
・
死

に

た

く

な

い
。

死

に

た
く

な

い
ご

と
叫

ん
で

起

き
上

っ

た
の

で
す

。

包
丁

を

見

ら

れ
て

は
大

変

と
思

い

と

っ

さ
に

前

掛
け

に

隠

し

。

「

恵
子

、

な

に

か
悪

い
夢

で

も
見

だ

の
。

お

母

さ
ん

が
つ

い
て

い

る

か

ら
心
配

し

な

い
で

ご

と

い

い
な

が

ら
私

は

娘

を
強

く

抱

き
し

め
ま

し

た
。

死

を
求

め
て

い
た

自
分

が

我

が
子

に

。

「
強

く

生

き

る
ん

だ
よ

。

お
母

さ

ん

が

い
つ

も

恵
子

の
味

方

に
な

っ

て

い

る
か

ら

ね
ご

と
言

い
聞

か

せ
て

い
た

の

で
す

。

今

、

考

え
て

み

ま
す

と

、
こ

れ

ま

で

い
ろ

い
ろ

な

こ

と

が
あ

り

ま

し

た
。

こ

れ

か
ら

も

あ

る

と
思

い

ま

す

。
し

か
し

、

主

人

は
常

に

私

の
心

の
奥

深

く

に

生
き
て
い
ま
す
。

私

は

、
主

人

の
心
霊

の

声
に

よ

っ

て

救

わ

れ
ま

し

た

が
、
主

人

が
生

前

私

た
ち

に
よ

く

言

っ
て

い
た

、

「
良
心
の
声
に
生
き
よ
」

と
。い
う
言
葉
を
人
生
の
道
標
に
し

二
人
の
子
ど
も
と
と
も
に
正
し
く

強
く
生
き
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
手
記
を
読
ん
だ
私
は
、
被
害

者
の
つ
ら
か
っ
た
五
年
間
を
考
え
、

し
ば
ら
よ
涙
が
と
ま
ら
な
か
っ
た
。

話
は
違
い
ま
す
が
、
夏
の
交
通

安
全
運
動
が
終
っ
た
あ
る
日
曜
日
、

佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会
の
会
長

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
山
崎
ア
イ

子
さ
ん
と
話
を
す
る
機
会
を
得
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
交

通
安
全
の
話
の
中
に
、
山
崎
さ
ん

が
た
ん
た
ん
と
話
し
た
次
の
言
葉

が
、
私
の
記
憶
に
深
く
残
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
「
警
察
の
た
め
に
安

全
活
動
や
運
動
を
す
る
の
で
は
な

く
、
私
達
自
身
の
安
全
を
守
る
た

め
に
や
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
村

の
人
達
に
も
常
に
そ
の
こ
と
を
説

い
て
い
る
ご
と
い
う
一
言
で
し
た
。

剽 吾を募集します

現在、佐井村交通安全

母の会と佐井駐在所で、

佐井小学校、佐井中学校

の児童、生徒に、安全な

歩行と自転車の無燈火に

ついての標語を募集中で

す。

入賞者１０名に記念品を

送ります。入賞者は、広

報「さい」１２月号交母だ

よりで発表します。



下
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
に
参
加
し
て

理
事
館
脇

昌
子

久
し
く
顔
を
出
し
て
い
な
い
交

母
会
だ
け
に
、
東
通
村
白
糠
で
の

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
に
も
な
ん
だ
か

気
が
重
い
。
そ
れ
で
も
秋
晴
れ
に

心
良
く
し
、
期
待
を
抱
い
て
研
修

会
に
向
い
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
は
、
毋
の
会
の
あ

り
方
、
活
動
等
を
、
少
人
数
で
ゆ

っ
く
り
語
り
あ
う
こ
と
に
ポ
イ
ン

ト
が
置
か
れ
て
い
る
事
。
県
内
の

ド
ラ
イ
バ
ー
、
歩
行
者
の
交
通
マ

ナ
ー
の
低
下
。
地
球
よ
り
重
い
人

命
の
大
切
さ
等
、
も
っ
と
も
な
事

ば
か
り
、
母
親
と
し
て
の
責
任
の

重
大
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
も
の
で
す
。

む
つ
警
察
署
に
よ
る
現
況
報
告

で
は
、
今
年
の
特
徴
と
し
て
、
小

学
生
低
学
年
、
保
育
園
な
ど
幼
児

の
事
故
が
目
立
つ
事
。
中
学
生
の

自
転
車
事
故
が
多
い
事
。
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
の
事
故
が
目
立
つ
事
が

報
告
さ
れ
、
ど
れ
を
取
っ
て
み
て

も
、
母
親
の
気
に
な
る
こ
と
ば
か

り
で
す
。
や
は
り
、
家
庭
内
で
の

話
し
合
い
が
重
要
と
な
る
よ
う
で

す
。午
後
か
ら
、
県
交
母
会
長
の
間

宮
さ
ん
を
囲
ん
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
「
地
域
社
会
に
お
け
る

交
通
安
全
対
策
の
取
り
組
み
方
と

母
親
の
責
任
と
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
始
ま
り

ま
し
た
。
各
地
区
の
代
表
か
ら
活

動
状
況
な
ど
次
々
に
発
表
か
お
り

ど
こ
の
交
毋
会
で
も
、
今
は
組
織

の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
の
事

で
す
。
原
因
と
し
て
、
年
齢
の
高

齢
化
、
各
団
体
と
重
複
し
て
い
る

た
め
、
活
動
面
に
限
界
が
あ
る
こ

と
な
ど
で
す
。
私
た
ち
佐
井
村
交

母
会
は
独
立
し
て
い
る
た
め
、
他

町
村
よ
り
は
活
動
し
や
す
く
、
地

域
の
み
な
さ
ん
方
か
ら
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
も
幅
広
く
受
け
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

交
母
会
の
実
践
活
動
は
、
地
域

の
み
な
さ
ん
の
御
理
解
、
御
協
力

が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
交
母
会
貝
は
、
今
一
度
周
囲

を
見
回
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
安
全

運
動
を
展
開
し
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

大
佐
井

金

沢

弘

子

先
日
、
東
通
村
白
糠
で
開
か
れ

た
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
下
北
の
各
市
町
村
か
ら
、

約
五
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
県
交
毋
連
合
会
々
長
の

間
宮
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

そ
の
中
で
、ア
ソ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
も
、
法
令
で
定
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
、
違
反
で
点
数

が
減
る
か
ら
と
い
う
の
じ
ゃ
な
く
、

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
着
用
し

て
ほ
し
い
ご
と
話
さ
れ
、
私
も
本

当
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
し

た
。む
つ
警
察
署
か
ら
、
最
近
の
交

通
事
故
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

説
明
を
受
け
て
い
る
と
、
現
代
の

車
社
会
、
母
の
会
は
も
う
い
い
で

す
か
ら
と
い
う
時
代
は
ま
だ
ま
だ

遠
く
、
増
々
責
任
重
大
に
な
る
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。

交
通
安
全
は
、
ま
ず
家
庭
か
ら

家
庭
で
い
つ
も
話
題
に
し
、
命
の

尊
さ
の
認
識
を
深
め
、
子
を
持
つ

母
親
と
し
て
の
責
任
を
再
確
認
す

る
と
と
も
に
、
今
後
も
母
の
会
の

活
動
に
参
加
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

新しく

立看板を

設置

古
佐
井
の
赤
坂
付
近
の
力
－

ブ

に
、
丸
い
立
看
板
が
設
置
さ
れ
、

ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
に
大
変
喜

ば

れ
て

い
ま
す

。

フ
ン
ー

ト

ベ
ル
ト

着

用

」「
正

し

い

歩
行

」「

除

行
」「

注
意

」

な

ど

、
こ

の
看
板
は
、
大
間
警
察
署
の
ご
支

援
に
よ
り
、
細
川
建
設
、
対
策
協

議
会
、
竹
内
自
工
、
佐
井
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
母
の
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

立
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
好
意
を
無
駄
に
し
な
い
で

安
全
運
転
や
安
全
な
歩
行
を
心
が

け
て
、
事
故
の
な
い
村
づ
く
り
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

ご ぞ ん じ で す か

無車検車輛を運転した場合

（道路運送車輛法５８条）

自動車を運行する場合、車輛

検査を受けた車輛でなければ運

転してはならない。

６ヶ月以下の懲役または１０万

円以下の罰金

行政処分 ６点



税
務
だ
よ
り

税 を 知 る 週 間

１１月１１日から１７日までは

「税を知る週間」です

十
一
月
十
一
日
㈹
か
ら
十
七
日

㈲
ま
で
は
「
税
を
知
る
週
間
」
で

す
。国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た

ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
幅
広
い
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
金
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の

た
め
の
犬
切
な
財
源
で
す
。
こ
の

機
会
に
、
あ
な
た
も
税
金
の
仕
組

み
や
使
い
み
ち
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

「
こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
い
き

て
い
る
」

所得税第二期分の納期は

１２月 １ 日 ま で

所
得
税
は
、
通
常
、
七
月
と
十

一
月
に
予
定
納
税
を
し
、
翌
年
確

定
申
告
を
し
て
一
年
間
の
税
金
を

精
算
す
る
制
度
を
採
用
し
て
い
ま

す
。予
定
納
税
頷
け
、
前
年
分
の
申

告
納
税
額
を
基
準
と
し
て
計
算
し

て
あ
り
ま
す
が
、
本
年
十
月
三
十

一
日
現
在
の
状
況
で
、
計
算
し
た

申
告
納
税
額
が
水
害
な
ど
の
た
め

税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る
予

定
納
税
基
準
額
よ
り
少
な
く
な
る

と
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
第
二
期

分
の
予
定
納
税
額
を
減
額
す
る
申

請
が
で
き
ま
す
。

こ
の
申
請
を
す
る
場
合
は
、
十

一
月
十
七
日
ま
で
に
「
予
定
納
税

頷
の
減
額
承
認
申
請
書
」
を
税
務

署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の

税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

年 末 調 整

ズ宍で万年末調整」

十
二
月
は
「
年
末
調
整
」
の
月

で
す
。
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、

年
末
調
整
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
納

税
が
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
改
め
て
確
定
申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
給
与
の
収
入
金
額
が

千
五
百
万
円
を
超
え
る
場
合
や
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
の
金
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る

場
合
な
ど
は
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で

雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
方
、
今
年
初

め
て
住
宅
取
得
控
除
の
適
用
を
受

け
よ
う
と
す
る
方
な
ど
は
、
確
定

申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
の
範
囲
内
で
還
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
金
だ
よ
り

未

納

保

険

料

を

納

め

ま

し

よ

う

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
い

で
い
る
と
、
翌
年
度
に
社
会
保
険

事
務
所
か
ら
未
納
保
険
料
の
納
付

書
が
送
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
は
国
民
年
金
が
強
制
的
社

会
保
険
制
度
で
あ
る
た
め
、
国
税

徴
収
の
例
に
よ
り
国
庫
に
納
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
未
納
の
ま
ま
で
二
年

経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
、
納
め

た
く
て
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ず

そ
の
結
果
、
長
寿
生
活
の
大
切
な

支
え
と
な
る
老
齢
基
礎
年
金
が
き

わ
め
て
低
額
年
金
と
な
り
、
最
悪

の
場
合
に
は
全
く
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
未
納
期
間
中
に
万
一
の

事
故
や
病
気
で
障
害
者
に
な
っ
て

も
障
害
基
礎
年
金
や
、
一
家
の
働

き
手
で
あ
る
ご
主
人
を
亡
く
し
て

も
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

未
納
保
険
料
の
分
割
納
付
は
、

国
民
年
金
係
ま
た
は
、
社
会
保
険

事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
を
完
納
し
て

年
金
権
を
し
っ
か
り
確
保
し
て
く

だ
さ
い
。

出

稼

ぎ

者

の

年

金

手

続

き

に

つ

い

て

農
林
漁
業
者
な
ど
は
国
民
年
金

の
第
一
号
被
保
険
者
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
出
稼
ぎ
先
で
厚
生
年
金

に
加
入
す
る
と
、
国
民
年
金
の
第

二
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
国
民
年
金
係
に
第

言
万
被
保
険
者
の「
資
格
喪
失（
種

別
変
更
）
届
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
会
社
に
勤
め
て
健
康

保
険
に
加
入
す
る
と
、
村
の
国
民

健
康
保
険
を
喪
失
す
る
の
と
同
じ

意
味
で
す
。

厚
生
年
金
の
加
入
者
と
な
っ
た

方
に
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満

の
配
偶
者
が
い
て
被
扶
養
者
と
な

っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
専
業
主
婦

な
ど
は
国
民
年
金
の
第
三
号
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
の
で
、「
資
格
種

別
変
更
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
、
国
民
年
金
係
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

１ ・｜月 ３ ０ 日 は

国民健康保険税（第３期）の

納期限です。

一納期内納付にご協力くださいー



勵

澎

再

び

願

掛

岩

へ

前
年
の
寛
政
四
年
十
月
八
日
、

願
掛
岩
ま
で
足
を
の
ば
し
た
真
澄

は
、
翌
年
の
五
年
（
一
七
九
三
）

四
月
一
日
か
ら
、
二
七
日
ま
で
再

び
佐
井
村
を
訪
ず
れ
た
。

四
月
一
日
、
佐
井
か
ら
牛
滝
へ

向
け
て
、
磯
舟
で
渡
っ
た
。
大
佐

井
の
弁
天
島
を
通
り
、
大
漁
島
を

遠
く
見
た
。
沖
に
は
、
釣
り
を
す

る
小
舟
も
浮
ん
で
い
た
。

『
夷
人
の
は
な
つ
矢
こ
し
の
山
ち

か
く
わ
け
て
な
み
ゐ
る
海
士
の
つ

り
ふ
ね
』
（
夷
人
の
放
つ
矢
越
の

な

あ
ま

山
近
く
か
け
て
並
み
い
る
海
士
の

釣
舟
）
と
、
真
澄
は
詠
ん
だ
。

夷
人
の
放
つ
矢
越
し
Ｉ

の
意

味
は
、
昭
和
六
十
年
八
月
号
（
第

二
回
目
）
で
の
べ
た
よ
う
に
、
願

掛
岩
を
通
る
船
は
、
海
に
神
酒
を

こ
ぼ
し
、
岬
に
向
っ
て
ア
イ
ヌ
の

弓
で
矢
を
放
ち
、
弓
矢
を
神
へ
奉

納
し
、
航
海
安
全
を
祈
っ
た
由
来

の
こ
と
で
あ
る
。

前
年
の
一
回
目
に
真
澄
が
、
願

掛
へ
指
で
た
と
き
、
ア
イ
ヌ
の
イ

ナ
オ
（
木
弊
）
が
奉
納
さ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
考
え
、
こ
の
和
歌
の

示
唆
す
る
所
が
大
き
い
。

鍵

掛

に

つ

い

て

Ｉ

な
ぜ
鍵
掛
な
の
か
Ｉ

四
月
四
日
、
真
澄
は
牛
滝
か
ら

小
舟
で
福
浦
へ
上
陸
し
、
そ
こ
か

ら
長
後
、
磯
谷
を
へ
て
願
掛
へ
さ

し
か
か
っ
た
。
そ
の
時
に
。

『
小
さ
い
祠
が
二
つ
あ
る
。
は

ん
だ
の
神
（
醫
田
別
命
）
、
や
ふ

ね
と
よ
う
け
ひ
め
（
八
船
豊
受
姫
）

を
祭
る
と
い
う
。

二
つ
の
鳥
居
に
、
本
の
枝
を
鍵

と
し
て
掛
け
て
い
る
。

そ
れ
は

懸
想
が
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
に
と

す
る
願
い
で
あ
る
。

そ
れ
で
神
掛
、
ま
た
鍵
掛
と
書

く
の
だ
ろ
う
か
』
と
言
っ
て
い
る
。

佐
井
村
の
明
治
、
大
正
年
代
の

人
は
、
男
女
の
思
い
を
寄
せ
る
こ

と
、
恋
慕
す
る
こ
と
を
、
懸
怱

卒

ソ
）
と
言
っ
た
。

四
月
十
六
日
、
真
澄
は
三
た
び
願

掛
を
通
り
、
鳥
居
に
桜
の
枝
鍵
が
掛

け
ら
れ
て
い
る
の
を
み
て
い
る
。

佐
井
村
滞
在
中
、
真
澄
は
願
掛

岩
の
ス
ヶ
ツ
チ
を
一
葉
残
し
て
い

る
。
そ
れ
に
は
次
の
文
が
添
え
ら

れ
て
い
る
。
漢
字
を
入
れ
る
と
、

佐
井
の
湊
よ
り

矢
越
の
坂
を
く
だ
り
て

稲
荷
の
社

八
幡
の
社

並
び
て
あ
り

そ
の
鳥
居
一
つ
あ
る
に

本
の
枝
を
鍵
と
し
て

打
ち
掛
け
る
は

懸
想
す
べ
き
人
を
願
ふ

願
ひ
と
な
ん

こ
の
ス
ヶ
ツ
チ
に
は
、
小
さ
い

社
が
二
つ
あ
り
、
当
時
の
稲
荷
社

（
木
下
氏
勧
請
）
と
、
八
幡
宮
が

明
か
に
さ
れ
て
い
る
。

鳥
居
に
は
、
木
の
枝
鍵
が
二
箇

掛
け
ら
れ
て
い
る
。

恋
し
怱
う
者
へ
願
い
が
屆
き
、

結
ば
れ
る
よ
う
に
と
、
枝
鍵
を
掛

け
て
祈
る
。
－

男
女
の
愛
情
表

現
に
つ
い
て
、
ス
ト
レ
ー
ト
化
し

て
い
る
現
代
青
年
に
は
、
お
か
し

い
行
為
と
思
う
者
も
あ
る
か
も
知

れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
古
風
な
封
建
社

会
の
習
俗
は
、
な
ん
と
当
時
の
若

者
た
ち
の
、
真
摯
な
心
と
哀
切
な

情
亘
裘
打
ち
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
。

鍵

掛

の

同

地

名

鍵
掛
け
の
習
俗
は
、
古
く
は
全

国
各
地
に
み
ら
れ
る
。

Ｏ
鍵
懸
神
社
（
東
通
村
小
田
野
沢
）

Ｏ
鍵
掛
（
小
泊
・
東
奥
沿
海
誌
）

〇
大
掛
（
板
橋
の
山
甼

真
澄
津

軽
の
奥
）

〇
鍵
掛
の
坂
（
平
内
町
中
野
・
真

澄
外
が
浜
づ
た
ひ
）

〇
か
ん
か
け
坂
（
浅
虫
・
東
奥
沿

海
誌
）

○
鍵
か
け
（
真
澄
雪
の
道
奥
・
雪

の
出
羽
路
）

゜
大
大
（
北
海
道
上
ノ
国
ヽ
小
砂

子
～
江
良
町
・
真
澄
え
み
し
の

さ
え
き
）

○
鍵
懸
沢
（
北
海
道
熊
石
～
乙
部

真
澄
え
み
し
の
み
さ
き
）

○
鍵
懸
の
梢
（
鰺
ヶ
沢
の
鍋
砕
坂

・
真
澄
雪
の
も
ろ
た
き
）

〇
鍵
掛

こ
咼
知
県
）
○
神
懸
通
り

（
香
川
県
）

Ｏ

鍵

掛
峠

（

七

〇
七

Ｍ

・
岩
手

県

盛
岡

付

近

）

こ

れ
ら

は

少

例

で
は

あ

る

が

、

調

べ

た
ら

多

数

の

例
を

あ

げ

る

こ

と

が
で

き

よ
う

。

鳥

居

に

掛

け

る

ほ

か
、

木

に

掛

け

る
例

を

真

澄

は
書

い
て

い
る
。

枝
を

目

か
け

て

、
枝

鍵

を

投

げ

上

げ

、

一
度

で

引

っ

か

か
れ

ば
本

願

成

就
。

は

ず

れ

落
ち

る
と

、

あ

き

ら

め

る
よ

り

外

に

、
手

段

は

な

か

っ

た

の
で

あ

ろ
う

か
。

第
三

回

目

に

、

真

澄

が
願

掛

へ

き

て

、
桜

の

枝

鍵

を
み

て

、

『
こ
こ

ろ

せ

よ

花

の
し

ら

ゆ

ふ

神

か
け

て

よ
し

ヤ

つ
け

ひ

く

た

め
し

あ

り

と

も
』

と
詠
ん
だ
。

「
。注
意

し

な

さ

い
。
花

を
思

わ
ず
、

白

木

綿

（
白

い
木

綿
で
作
っ
た
花
）

の

よ
う

な

心

で

、

神

掛
け

て

、

や

っ

と

承
諾

さ

れ

た

結
婚

で

あ

っ

て

も

、
・
…
…

」

と

、

初
心

忘

れ

る

べ

か

ら
し

と

い
ま
し

め
て

い
る

。

（

次

号

へ

続
く

）



老 人 保 健 事 務
電算処理稼動する

昭
和
六
十
年
度
老
人
保
健
臨
時

財
政
調
整
補
助
金（
六
〇
六
万
円
）

で
設
備
し
た
電
子
計
算
機
（
富
士

通
フ
ア
コ
ム
Ｋ
－

二
三
〇
）
が
稼

慟
体
制
に
入
り
、
十
月
三
日
、
本

稼
動
を
記
念
し
て
祝
賀
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

電
算
室
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後
、

当
村
独
自
の
ソ
フ
ト
開
発
に
尽
力

さ
れ
た
、
納
入
業
者
「
扶
桑
通
信

株
式
会
社
青
森
営
業
所
」
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

小

さ
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

佐
井
の
祭
り
も
終
り
、
街
も
静

け
さ
を
取
り
も
ど
し
た
九
月
下
旬

頃
、
佐
井
小
学
校
六
年
の
山
本
か

な
こ
さ
ん
、
渋
谷
み
か
こ
さ
ん
、

細
川
ま
さ
え
さ
ん
、
長
島
さ
き
み

さ
ん
、
奥
本
な
お
こ
さ
ん
の
五
人

は
、
観
光
案
内
所
下
の
海
岸
の
清

掃
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

観
光
シ
ー
ズ
ン
中
や
祭
り
期
間

中
に
投
げ
す
て
ら
れ
た
空
缶
や
ゴ

ミ
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
袋
い
っ

ぱ
い
に
集
め
ら
れ
、
海
岸
は
き
れ

い
さ
っ
ぱ
り
。

小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
本
当

に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

▼きれいになった海岸

皿

圜

健

康

管

理

健
康
は
、
い
き
が
い
の
基
礎
で

あ
り
、
金
で
買
え
な
い
が
心
が
け

一
つ
で
于
に
入
る
も
の
…
…
…
と

言
わ
れ
ま
す
。

健
康
管
理
に
は
、
初
歩
的
で
あ

れ
人
体
の
構
造
（
解
剖
学
）
や
生

理
機
能
（
生
理
学
）
を
正
し
く
知

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
乾
布
摩
擦
や
入
浴
時
、

湯
上
り
に
冷
水
を
浴

び
る
こ
と
を

習
慣
づ
け
て
い
る
ほ
か
、
近
年
鼻

孔
洗
浄
を
心
が
け
て
い
る
。
（
毎

朝
鼻
か
ら
水
を
吸
い
口
か
ら
吐
き

出
す
こ
と
を
三
回
づ
つ
）

当
初
は
激
痛
が
走
り
耐
え
難
い

苦
痛
だ
っ
た
が
、
以
来
鼻
カ
タ
ル

や
夏
カ
ゼ
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
花

粉
症
に
悩
む
方
に
は
、
ぜ
ひ
お
す

す
め
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
効
果
は
一
過
性
の
も

の
だ
け
に
、
何
事
も
継
続
し
、
日

常
習
慣
づ
け
る
こ
と
が
最
も
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東
出

昇

楽
し
か
っ
た
季
節
保
育
所

九
月
十
九
日
か
ら
、
矢
越
、
長

後
、
福
浦
、
牛
滝
の
四
地
区
で
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い

た
季
節
保
育
所
が
、
一
ヶ
月
間
に

わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
は
や
ん
ち
ゃ
な
子
ど
も

た
ち
も
、
季
節
保
育
所
で
の
集
団

生
活
の
中
で
、
歌
や
お
ゆ
う
ぎ
、

お
絵
書
き
な
ど
楽
し
い
日
々
を
過

ご
し
な
が
ら
、
み
ん
な
仲
よ
し
の

い
い
子
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
も
う
春
の
季

節
保
育
所
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

▲福浦地区 ▲矢越地区

▲ 午沌 地区 ▲長 後 地区



全
国
防
犯
運
動
期
間
の
十
月
十

一
日
、
弘
前
市
で
防
犯
運
動
青
森

県
民
大
会
が
、
関
係
者
五
百
名
の

参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

青
森
県
警
本
部
長
の
あ
い
さ
つ

の
中
で
、
全
国
犯
罪
件
数
の
う
ち

青
森
県
は
最
下
位
と
な
っ
て
い
る

が
、
昭
和
六
十
一
年
度
上
半
期
の

県
内
の
犯
罪
発
生
状
況
は
、
総
数

六
、四
四
九
件
で
、
凶
悪
犯
七
件
、

粗
暴
犯
四
五
件
の
増
加
と
な
っ
て

い
る
。
少
年
非
行
の
状
況
は
、
総

数
四
、五
四
五
人
で
、特
に
注
目
す

べ
き
点
は
、
全
体
の
四
七
・
一
％

は
中
学
生
が
占
め
て
い
る
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
凶
悪
犯
七
件
の

増
は
。
明
る
い
県
民
生
活
を
侵
害

す
る
恐
ろ
し
い
現
況
と
い
わ
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
日
頃
の
防

犯
活
動
が
認
め
ら
れ
、
佐
井
地
区

防
犯
指
導
隊
に
、
青
森
県
警
察
本

部
長
、
㈱
青
森
県
防
犯
協
会
連
合

会
長
連
名
の
表
彰
が
送
ら
れ
た
こ

と
は
特
筆
す
べ
く
、
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
次
の
大
会
宣
言
を
採

択
し
、
大
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

〈
大
会
方
言
〉

安
全
な
社
会
と
平
穏
な
生
活
の

確
保
、
秩
序
あ
る
社
会
の
発
展
は

国
民
共
通
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

我
が
国
の
治
安
は
世
界
の
最
高
水

準
に
あ
り
、
最
も
安
全
な
国
の
一

つ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
複
雑
多
様
化
す
る

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
国
民

生
活
を
侵
害
す
る
各
種
犯
罪
や
少

年
非
行
は
依
然
と
し
て
高
い
水
準

の
ま
ま
推
移
し
、
安
全
な
社
会
を

維
持
し
て
い
く
う
え
で
、
楽
観
を

許
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
か
ん
が
み
、

我
々
は
決
意
を
新
た
に
し
て
各
種

犯
罪
や
少
年
非
行
防
止
の
た
め
、

地
域
に
密
着
し
た
県
民
総
ぐ
る
み

の
防
犯
運
動
を
展
開
し
、
併
せ
て

自
主
防
犯
意
識
の
高
揚
と
地
域
住

民
の
連
帯
感
を
強
め
、
も
っ
て
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
く
安
全
で

住
み
よ
い
社
会
の
実
現
に
寄
与
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

落

稟

這
一
根
の

垣
根

の

曲
が
り

角
、

た
き

火

だ
た

き
火

だ
落

葉
た

き
、

あ

た
ろ

う

か
あ
た

ろ
う

よ
、

北
風

ピ

ー
プ

ー
吹

い
て

い

る
…
…

″

落
葉

と

い
う
と

、
幼

い
日

に

口

ず

さ
ん

だ
こ

ん
な

歌
を

思

い
だ
す

方

も

い
る

と
思
い

ま
す

。

も
っ

と
古

い
と

こ
ろ

で
は

、

紅

葉

を
た

い
て
酒

を

あ
た

た
め

る
、

と

い
う
風

習

も
あ

り
ま

す
。

細

長
い
日

本

列
島
の
こ

と
ゆ
え

、

も
う

と

っ
く

に
紅

葉
が
終
わ
っ
て
、

葉

が

散
っ
て

し
ま

っ
た

と
こ

ろ
も

あ
れ

ば
、

ま

だ
紅

葉
が

始
ま

ら
な

い

と
こ

ろ

も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、

い
ず

れ
に
し
て

も
、
落

葉
は

も

の

の

あ
わ

れ
を

感
じ

さ
せ

ま
す

。

で

も
、

昔

と
違

っ
て

、
最

近
は

落

葉
で

た
き

火
を

し
て

あ
た

っ
た

り
、

そ

の
中
で

焼
き
イ

モ
を

焼

い

て

楽
し

む
こ

と
は

少
な

く
な

り
ま

し

た
。

こ

と
に
都

市
化

し
た

地
域

で

は
、

う
っ

か
り

た
き

火
を

し
た

り

す

る
と
、

消
防

車
が

飛
ん

で

来

て
し

ま

う
こ

と
さ

え

あ
り
ま

す
。

火
災

と

間
違
う

よ
う

な
煙

、

ま

た
は
大
き
な
炎
を
発
す
る
行
為
は

あ
ら
か
じ
め
消
防
署
な
ど
に
届
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
た
き
火
は
、

た
ば
こ
の
火
、
コ
ン
ロ
の
・
火
を
抑

え
て
、
火
災
発
生
原
因
の
一
位
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
火
災
の
多
い
シ
ー

ズ
ン
。
毎
年
十
一
月
二
十
六
日
か

ら
十
二
月
二
日
ま
で
は
、
秋
の
火

災
予
防
運
動
の
期
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
の
全
国
統
一
防
火
標

語
は
『
防
火
の
大
役
あ
な
た
が
主

役
』
で
す
。
一
人
一
人
が
主
役
に

な
っ
て
注
意
し
ま
し
ょ
う
。



昭
和
六
十
二
年
度

佐

井

村

奨

学

生

の

募

集

村
で
は
、
有
用
な
人
材
を
育
成

し
、
も
っ
て
本
村
の
振
興
に
寄
与

さ
せ
、
一
般
文
化
の
向
上
と
充
実

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
左

記
の
と
お
り
奨
学
生
を
募
集
し
ま

す
。貸
付
の
対
象

佐
井
村
に
居
住
す
る
者
の
子
弟

で
、
高
校
、
大
学
、
各
種
技
術
技

能
養
成
機
関
に
在
学
す
る
者
。

奨
学
金
貸
与
の
額

・
大
学
（
医
、
歯
学
部
除
く
）

月
額
二
万
円
以
内

・
高
等
専
門
学
校

三
学
年
ま
で
月
額
一
万
円
以
内

四
学
年
ま
で
月
額
二
万
円
以
内

・
高
等
学
校

月
額
一
万
円
以
内

・
養
成
施
設

月
額
一
万
円
以
内

・
村
長
が
認
め
る
各
種
技
術
・
技

能
養
成
機
関
月
額
一
万
円
以
内

・
医
・
歯
学
部
等
月
額
二
〇
万
円
以
内

貸
与
の
期
間

正
規
の
修
業
期
間
と
す
る
。

奨
学
金
の
償
還
方
法

奨
学
金
は
、
卒
業
後
の
一
年
後

か
ら
、
奨
学
金
を
受
け
た
期
間
の

二
倍
の
期
間
で
償
還
す
る
。

受
付
期
間

昭
和
六
十
二
年
四
月
三
十
日
ま
で

申
込
先

佐
井
村
教
育
委
員
会

学
務
係

登

⊇
一
八
匸

一
一
一
一

県民手 帳・県勢 グラフ

・・・Ｓ娶 諭 鬪 俯 仰 ・・

・県民手帳

〈内容〉日記編、統計編、

名簿編、一般便覧

編等

〈価格〉１部 ３３０円
・県勢グラフ

＜表面〉市町村概要、グラ

フ 六色刷

＜裏面〉青森県全図１／２８万

〈価格〉１部 ３５０円
・青森県の姿

＜内容〉青森県の情勢、分

析、明快な解説、

豊富な資料

＜価格〉１部１，２００円

●申込先 総務課企画財政係
ａ（３８）２１１１

水 産 修 練 生 募 集

青森県水産修練所では、昭和６２年度水産修練生を

次のとおり募集します。

応募資格 中学校卒業以上２５歳未満の男子

修業年限 １か年（全寮制 ）

教育内容 水産基礎知識及び技術

資格取得講習 四級小型船舶操縦士

特殊無線技士（レーダー・無線

電話甲）

願書締切 昭和６２年２月１４日

募集定員 ４０名

入所試験 昭和６２年３月上旬、筆記試験（国語

数学、英語）面接、青森市、八戸市

むつ市で実施

合格発表 昭和６２年３月中旬

経 費 食費半額本人負担

問合せ先 青森県水産修練所

１〒０３１ 八戸市大字鮟町字下盲久保２５－１３１

ｔ ｊ ，ｌ叫 Ｕ Ｍ Ｍ

）

確かめよう／最低賃金
青森県最低賃金改定
改 定 内 容 一

最 低 賃 金 額 １ 日 ３ ， ２ ５ １ ｎ

賃金の大部分が時間によ って足められてい る者（ 時間給者 ）ピ

つぃては． １ 時 間 ４ ０ ７ ｎ

１

実施月日 昭 和 ６１年 １０月 １３日

ただし、次に掲げ る頁金４ｉ、最低賃金額の霓定には合まれません．

除 外賃金

｛｜｝粨皆勁手当、咄通勤手当．（３１家族ｆ 当、図臨時に支払われるａ・１、同｜力罸を

超える期間ごとに支払われる賃金（賞・り・、期末ｆ肖など ）、朗畤｜間外ｉ・働・休日

‘労働に対Ｌて支払われる賃金及び深夜ｉ・崗に対する３１１坿部分の貫金

最

低

賃

金

周

知

旬

間

‥川
月

９１一
日

～

３０

日

満１歳になります

石
戸

直
道
ち
ゃ
ん

（
順
丁

た
か
こ
）

古
佐
井

館
脇

鮎
美
ち
ゃ
ん

（
隆
丁

恵
子
）

矢

越

戸籍の窓口
１０月１４日現在

○ お 誕 生 お め で と う

蛯名 悛輔（ 均 ） 古 佐 井

樋口干成子（利久） 大 佐 井

奥本友理子（ 紀 ） 大 佐 井

今 裕介（久也） 古 佐 井

佐々木幸二 匸忠雄） 大 佐 井

田中 静（勝彦） 福 浦

○ ご 結 婚 お め で と う

（正 村 昭 弘 大 佐 井

原 子 ひとみ 天間林村

／布 施 一 哉 大 佐 井
脳 藤 岸 二や 原 田

（山 崎 欣 三 藤 枝 市

宮 川 まき子 大 佐 井

（大 畑 政 義 牛 滝

植 野 信 子 青 森 市

○ お くや み 申 し上 げ ます

畑中 きそ（義美） 大 佐 井

田中権太郎（友市） 磯 谷

田中慶三郎（勝美） 福 浦

９月３０日現在人口（前月比）

男 ２，０２７ （＋ ６）

女 ２，０００ （＋ ５）

計 ４，０２７ （＋１１）

世帯数 １，１３２ （＋ ５）


	第206号
	川目地区　林産加工センター竣工式
	昭和60年度決算
	第20回佐井村学童お話大会
	第14回　佐井村少年スポーツ大会
	矢越願掛岩（鍵掛）（第12回）
	楽しかった季節保育所
	全国防犯運動青森県民大会に参加して
	戸籍の窓口

